
家庭科 授業デザインシート 

日時 令和６年〇〇月〇〇日（〇）〇校時 

指導者 〇〇 〇〇 

１ 題材名 生活を支える物やお金 

２ 本題材に込めた教師の願い 

(１)本題材に至るまでの児童の学びに関する気付き  

本学級の児童は、5年生から始まった家庭科において、これまでに家族との関わり、食事の役割、調理の基礎、

栄養を考えた食事、生活を豊かにするための布を用いた製作の学習を行ってきている。これらの学習を通して身

に付けた資質・能力を生かして家庭での実践をしたり、製作したものを家族に贈って共に使ったりして、家族と

のつながりを深める喜びや楽しさを感じている児童が多い。 

また、全ての題材の導入において、題材の学習に合わせた見本の観察や実際の試し、生活場面の想起などから

気付いたことや考えたことなどを話し合うことを通して、生活の中から問題を見いだして課題を設定することを

繰り返しているため、自分たちが追究していく課題を設定することができる。しかし、課題の解決に向けて実践

した結果を振り返って改善点を考えたり、その改善点を次に生かしたりすることは十分にできていない児童もい

る。 

児童はこれまでに、家族・家庭生活や衣食住の生活についての知識と、それらに関わる技能を身に付けてきて

いるが、消費生活・環境についての学習には初めて取り組むため、物や金銭の大切さについて理解し、買物の仕

組みや消費者の役割、物や金銭の計画的な使い方、身近な物の選び方、買い方、情報の収集・整理に関する基礎

的・基本的な知識及び技能を身に付けられるようにする必要がある。 

(２)題材の概要と題材のよさ(学習指導要領との関わり) 

本題材は、学習指導要領「C 消費生活・環境 ⑴物や金銭の使い方と買物」を受けて設定している。生活を営

む上で商品やサービスの購入は欠かすことができないものである。現代社会では、これらの商品やサービスがあ

ふれ、販売形態や決済手段も多様化している。そのため、一人一人が生涯にわたって健康で豊かな生活を送るた

めには、その中から自分にとって適切な物や購入方法を選択したり、正しい情報を見極めたりできるようにする

ことが大切である。 

 成年年齢の引下げにより、これまで以上に小学校段階からの切れ目のない消費者教育が求められている。児童

が、限りある物や金銭の大切さや環境に配慮した物の使い方を実感を伴って理解し、身近な物の選び方や買い方

に係る技能を身に付け、実生活に生かしていくことができるよう、本題材では、現金による店頭での購入場面を

想定し、自分や家族に身近な物をよく吟味して選ぶ模擬購入の活動を２回設定する。購入の際に、価格、量、機

能、品質、デザイン、環境など、様々な視点から適切に情報を収集・整理して自己決定をする学習を家庭科の授

業の中で繰り返すことが、これからの時代を生きていく自立した消費者の育成につながると考える。 

 児童にとって経験のある、現金による店頭での買物場面を扱うことで、買う人（消費者）の申し出と売る人の

承諾によって日常行っている買物が、売買契約であることを体験的に理解することができる。また、購入する商

品を変えて摸擬購入を２回行い、身近な物の選び方や買い方を考えることや、情報を収集・整理することを繰り

返すことで、これらに関わる知識や技能を身に付けられるとともに、１回目の摸擬購入した結果を振り返って改

善点を考えたり、それを次の摸擬購入に生かしたりすることができる。 

 １回目の摸擬購入では、自分が使うペンケースを購入する場面を設定する。ペンケースは、全員が毎日使う物

であることから、実際の生活場面での活用を想定した物の選び方や買い方を考えることができる。２回目の摸擬

購入では、家族が使うトイレットペーパーを購入する場面を設定することで、自分だけでなく家族の生活とも結

び付けて考えようとする意欲を高めることができる。さらに、トイレットペーパーは再生不能であるため、環境

の視点からも身近な物の選び方や買い方を考えることができる。 

 



３ 題材の目標と活動計画及び教師の手立て(全５時間予定) 

 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

題材の 

目標 

買物の仕組みや消費者の役割、

物や金銭の大切さと計画的な

使い方、身近な物の選び方、買

い方を理解するとともに、購入

するために必要な情報の収集・

整理が適切にできる。 

身近な物の選び方、買い方に

ついて問題を見いだして課題

を設定し、様々な解決方法を

考え、実践を評価・改善し、考

えたことを表現するなどして

課題を解決する力を身に付け

る。 

家族の一員として、生活をより

よくしようと、物や金銭の使い

方と買物について、課題の解決

に向けて主体的に取り組んだ

り、振り返って改善したりして、

生活を工夫し、実践しようとす

る。 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

学習評価の 

観点 

①買物の仕組みや消費者の役

割が分かり、物や金銭の大切

さと計画的な使い方につい

て理解している。 

②身近な物の選び方、買い方を

理解しているとともに、購入

するために必要な情報の収

集・整理が適切にできる。 

①身近な物の選び方、買い方

について問題を見いだして

課題を設定している。 

②身近な物の選び方、買い方

について考え、工夫してい

る。 

③身近な物の選び方、買い方

について、実践を評価した

り改善したりしている。 

④身近な物の選び方、買い方

についての課題解決に向け

た一連の活動について、考

えたことを分かりやすく表

現している。 

①物や金銭の使い方と買物につ

いて、課題の解決に向けて主

体的に取り組もうとしてい

る。 

②物や金銭の使い方と買物につ

いて、課題解決に向けた一連

の活動を振り返って改善しよ

うとしている。 

③物や金銭の使い方と買物につ

いて工夫し、実践しようとし

ている。 

時間 過程 主な学習活動 
おおむね満足できる 

状況にある児童の姿 

手立て 

(間接的指導を含む) 

１ 

つ
か
む 

・物や金銭の使い方、物の選び方、

買い方について疑問点や調べたい

ことを話し合って課題をつかみ、

解決するための学習計画を立て

る。 

 

 

 

 

知･技 思･判･表 主体態 ・物や金銭の使い方、物の選び

方、買い方について問題を見

いだすことができるよう、事

前に児童と保護者それぞれの

アンケートを行い、その集計

結果を用意する。 

   

２ 

追
究
す
る 

・買物をするときに大切なことを 

話し合い、買物の仕方を考える。 

   ・売買契約が成立する場面を理

解できるよう、店頭での購入

場面の役割演技を設定する。 

３ 
・自分が使うペンケースの摸擬購入

をする。 

 

 ・自分のライフスタイルに合わ

せた選び方ができるよう、複

数の筆箱を用意する。 

４ 

・家族が使うトイレットペーパーの

摸擬購入をする。 

 ・環境の視点からも選び方を考

えられるよう、再生紙のトイ

レットペーパーを用意する。 

家
庭 

 ・物や金銭の使い方、物の選び方、

買い方について、意識しているこ

とや気を付けていることを家族

にインタビューする。 

・自分や家族が購入したい物につい

て必要な情報を収集・整理したり、

それを基に実際に購入したりす

る。 

 ・家庭の状況に応じて取り組む

内容を自己決定できるよう、

家庭実践の例を複数例示す

る。 

５ 

ま
と
め
る 

・家族にインタビューした内容や感

想、実際に購入したこと等につい

て話し合い、題材全体の振り返り

をする。 

 ・物やお金を無駄なく使おうと

する意欲をさらに高めること

ができるよう、話し合う際の

観点として「家庭で取り組ん

だことのよさ」を提示する。 

課題 自分や家族が使う物やお金

を無駄にせず使うためには、どのよ

うに買物をしたらよいだろうか。 

① 

② 
 

 

③ 

④ 

① 

② 
 

 
 

 
  

③ 

① 

② 

② 



４ 本時の展開（１時間目/全５時間）  

（１）ねらい  物や金銭の使い方、物の選び方、買い方について疑問点や調べたいことを話し合うことを通して、学習課題をつかみ、解決するための学習計画を立てることができる。                                                         

（２）準 備  事前アンケートの結果（児童用・保護者用）                                                            

（３）展 開

 

 視点１（５分） 

めあてを関心や期待、必要感を 

もって理解したか。 

視点２（15分） 

問題解決の見通しや期待感をもって活動

に取り組もうとしているか。 

視点３（10分） 

グループやクラス全体の対話を通して 

協働し課題解決をしているか。 

視点４（10分） 

めあてと整合性のあるまとめに 

たどりつけたか。 

視点５（５分） 

この時間の学びが自分にとって 

意味や価値があったと自覚しているか。 

主な 

学習活動 

・本時のめあてをつかむ。 ・アンケートの結果をもとに、物や金

銭の使い方、物の選び方、買い方に

ついて話し合い、問題を見いだす。 

・見いだした問題をもとに、課題を立

てる。 

・課題を解決するための学習計画を立

てる。 

・本時の振り返りをする。 

発話 

・今日は何する。 ・結果のどこを見てそう思ったの。 

・どうしてそうなりたいの。 

 

・どういう使い方や選び方、買い方が

できればいいの。 

・この題材の課題はどうする。 

・この課題をどうやって解決する。 ・残りの時間は振り返りをしましょ

う。 

児童の意識 

・新しい学習に入るときは、いつも学

習課題を立てるから、今日もみんな

で話し合って学習計画を立てよう。 

・学習計画が立ったら、それを解決す

るための計画もみんなで決めている

よね。 

・これまでは、見本を観察したり試食

をしたりして話し合ったよね。 

・今日は、この前取ったアンケートの

結果を見ながらみんなで話し合った

らどうだろう。 

 

 

 

 

 

・自分たちのアンケート結果を見る

と、「買ってしまってから家に同じ物

があることに気付いた」や、「お店で

見たときは欲しいと思って買ったけ

ど、その後はほとんど使っていない」

という失敗を答えている人が、自分

のほかにもいるな。 

・家の人のアンケートでは、「買った物

が別のお店でもっと安く売ってい

た」という経験も書かれているよ。 

・みんなが言うように、アンケートに

書かれている失敗はどれもありがち

だから、防げるといいよね。 

・買い物に失敗するとお金も物も無駄

にしてしまうから、失敗しない買い

方をできるようにしたいな。 

・長く大切に使う物を選んだり買った

りできるといいのかな。 

・でも、買う物には、長く使う物とそ

うでないものもあるよ。 

・自分だけが使う物なら、自分の好み

で選べるけど、家族が使う物だった

ら、自分一人の好みでは決められな

いよね。 

・これまでの製作や調理の学習では、

練習→本番→家庭実践→振り返りの

順で学習してきたから、同じように

考えればいいのではないかな。 

・練習は買物のシミュレーションをす

ればいいよね。 

・本番は実際に買物をすればいいので

はないかな。 

・でも、それって家庭実践になるよね。 

・じゃあ、自分が使う物と家族が使う

物で買い物のシミュレーションを２

回することにして、１回目を練習、

２回目を本番としてはどうかな。 

 

・今回の学習では、これまでの学習よ

りも、練習と本番の学習内容を考え

るのが難しかったな。 

・それでも、みんなと話し合うことで、

学習課題と課題を解決するための学

習計画を自分たちで決めることがで

きたよ。 

・物やお金だけでなく、時間も無駄に

しないような買い方ができるよう

に、これからも友達と一緒に考えて

いきたい。 

・家の人のアンケートもあったから、

そこから気付けた買い物の失敗もあ

った。物の選び方や買い方を家族は

どうしているか、インタビューして

みるのもいいと思った。 

教師の手立て 

関わり 

・家庭科の問題解決的な過程を意識し

て学習に取り組めるように、題材の

導入である１時間目に行う活動と本

時のゴールを問いかける。 

・問題を見いだして課題を設定すると

いう目的意識をもつことができるよ

うに、児童と保護者それぞれに事前

に行ったアンケートの集計結果を提

示する。 

・見いだした問題を共有し、自分たち

が追究していく課題を検討できるよ

うに、児童の意見を整理して板書す

る。 

・自分たちが立てた課題を解決するた

めの学習計画を決めることができる

ように、これまでの学習で課題を解

決してきた経験や具体的に行ってき

た活動を想起するよう促す。 

・家庭科の学び方が身に付いているこ

とを実感できるように、生活の中か

ら問題を見いだして課題を立てるこ

とができたことや、課題を解決する

ための学習計画を決められたことを

称賛する。 

おおむね満足できる状況にある児童の姿 

・身近な物の選び方、買い方について問題を見いだして課題を設定している。 

めあて 

アンケートの結果をもとに話し合

って課題をつかみ、解決するための

学習計画を立てよう。 

課題 

自分や家族が使う物やお金を無駄

にせず使うためには、どのように買

い物をしたらよいだろうか。 


